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平成３０年度 学校評価（自己評価） 星 が 丘 幼 稚 園

正職記入者 １１名 平均勤続年数 ８年

☆ 今年度の本園教育活動における評価。
＜５大変良い ４良い ３普通 ２不十分 １悪い ＞

No 項 目 評 価 評価の補足・反省・今後に向けて等（記述）

１ 日頃より、本園の教 ・毎朝唱える教育目標を意識して、活動目標を発表し、実践
育目標を唱え、意識 ５ ４ ３ ２ １ できるようにしました。
を持って、教育活動 ・日常の活動に加え、行事に向けて、園児自身が考え、取り
に取り組めたか。 平均 ４．００ 組む姿が沢山見られた。

・自分が出来ることは、精一杯行った。又、おともだち一人
ひとりの「出来た！」という経験や、「もっと～してみた
い。」と次への意欲に繋がる様、計画を立てて行う事を意
識した。

・意識を持って取り組んだ教職員、意識が薄い教職員と、差
があったのではないかと思う。

２ 年間の教育計画に従 ・昨年度の反省を取り入れながら、新しい計画を立てた。
い、実践・反省・新 ５ ４ ３ ２ １ 目標を達成出来た項目もあったが、次年度の課題として残
たな計画に繋げられ ってしまった項目もあった為、おともだちの様子を見なが
たか。 平均 ３．８３ ら、計画を設定する必要があった。

・年長組として、１年間の園児の成長を見通して、今年度、
取り組む事を心掛けた。又、園児の姿に合わせて、先生方
にご相談させて頂きながら、活動を進められたのが良かっ
た。

・行事や実践している中で、昨年度の反省・全ての資料を読
み直し、チェックし、考慮し相談した事で、レベルアップ
及び改善して計画していきました。

・前年までの資料を参考に、今年はどうするか？と考え、今
の学年の児に合った教育計画を進める事が出来たと思う。
学年で話し合い、今年のクラスに合わせた活動を意識し計
画しました。反省点は、学年だけで話し合うのでなく、も
っと積極的に園長先生や主任の先生、また、指導教諭の先
生にもっと相談し、ご指導頂きながら、進めていける様に
したいです。

・早めの準備を心掛け、余裕を持って取り組めるようにしま
した。
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３ 園児及び保護者との ・今年度は特に、保護者との連絡・園児についての情報交換
信頼を深め、園児の ５ ４ ３ ２ １ を密に行う事が出来た。
指導・課題克服に取 又、児の課題についても、ご家庭でも一緒に取り組んで下
り組めたか。 平均 ３．５５ さり、積み重ねた事を力へと変える姿が沢山見られた。

・自分のクラスだけでなく、学年・全学年・未就園児の指導、
保護者対応に取り組める様に心がけました。

・頑張っているところ、成長を感じる事を具体的に、理解し
やすいように伝えるよう心掛けました。

・良い所や課題をこまめに、具体的に伝え、園と家庭とで、
連携を図り、児の成長を見守る様にする事で、成長に繋げ
られた。

・気になる事を担任に伝え園児の課題に、一緒に取り組みま
した。

・園児の課題の伝え方を丁寧に行っていたつもりでも、保護
者の方に深いな思いをさせてしまった事もありました。も
っと保護者の方の気持ちに寄り添いながら、信頼関係を深
めていきたいです。

４ 園内の衛生管理や園 ・本年度は、給食に関しての課題が多くありました。その為
児の食育指導に取り ５ ４ ３ ２ １ の保護者対応もさせて頂きました。
組み、成果が見られ ・食事での課題が多くあったクラスでしたので、園児とその
たか。 平均 ３．６０ 保護者と共有して、その園児の改善できてきました。

・クローラ水や加湿器等、小まめに、十分に行う様、教室環
境や園児にも徹底して指導した。また、年少児でも進んで
行える様になりました。今年はインフルエンザになった児
が少なかった。食育指導に関しては、工夫した声掛けを心
掛けたので、成果が見られる児もいた反面、偏食な児には、
苦戦を要した。

・園内のゴミ拾いなどを行い、その姿を見て、園児が自ら行
う姿がありました。

・日々の清掃に加え学期毎の大掃除で園内外隅々まで綺麗に
できた。

５ 安全・安心の園内を ・日々の活動の中で、環境設定を行い目視や直接触れる事を
めざし、環境整備が ５ ４ ３ ２ １ 心掛けました。特に倉庫や教材の点検在庫整理も行いまし
出来ていたか。 た。

平均 ３．８３ ・園児の為に、怪我無く過ごせる様、教室の環境設定は、配
慮した。しかし、園内に目を向けると、乱雑に物が置かれ
ていたり、倉庫内が、私たち教職員では「使用するか、し
ないか」の判断がつかない物に溢れていました。
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・常に、学年同士の教室設定を見合い、指摘し合いながら、
整えてきました。自分だけでは気が付く事が出来ない事も
見合う事で、改善する事が出来ました。

・危険だと感じる箇所は、常に声を出し合い、改善、修復を
行う様にし、環境を整えられた。

６ 園内事故防止の対策 ・今年度、大きな事故なく終えられた事が大きな成果である
や交通安全への指導 ５ ４ ３ ２ １ と感じる。しかし、遊具や教室、園児が触れる物全てに、
・対策に取り組み、 安全か気に掛けられる様、今後も気を引き締めていきたい。
成果が見られたか。 平均 ３．７２ ・自分自身は勿論、園児自身にも危険でないか考え行動でき

る様にしていきました。
・怪我が起きた時は、クラス全体でも、「どうして起こって
しまったか」を、全員で考える・伝える様にした。→次に
気を付ける様に、意識をさせた。

・散歩や園外活動にて、交通ルール・マナーを指導してきま
した。車に気を付けなくてはならない意識を、幼いながら
にも備わって様に思います。

・園外に出た際には、歩くときの約束を繰り返し伝え、危険
意識を持ちながら行うよう声を掛けました。

７ 緊急時の災害（火災 ・緊急時のマニュアルを作成し、全教職員で共有する事が出
・地震・不審者侵入） ５ ４ ３ ２ １ 来た。又、学んだ事を、いざという時に実践出来る様に、
を想定した訓練や日 日頃から振り返っていきたい。
頃の対策に努め、緊 平均 ３．６６ ・避難訓練を訓練で終わらない様に、『実際の起こった時は
急災害に十分備えら …。』と、常に考え行動出来る様に考えました。また、職
れていたか。 員間でも、どうすれば一番の対策になるかも話し合いも行

い改善出来ることはやってみました。
・おともだちにも、自分自身にも、訓練等では様々な事を想
定して、共に考えて行動する様にした。しかし、火災場所
が、いつも「キッチン」であったり、不審者がきた等の、
訓練が十分でない為、それらを想定した訓練も、一度は必
要であると思う。

・避難訓練の実施で、園児の状況を考えながら、教職員同士
がどの様に連携し、避難させたら良いか、議論する機会が
あり、災害に対しての意識が園全体で高まっていると感じ
ています。また、救命の研修に参加させて頂き、スキルを
上げる事も出来ました。

・全５回の避難訓練を通して、自分自身、そしておともだち
も回数を重ねる毎に迅速に動ける様になっていった。
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８ 支援を要する園児へ ・今年度は専門機関（児童相談所・支援センター・支援施設）
の適切な支援・協力 ５ ４ ３ ２ １ との面談や電話が多くありました。支援コーディネーター
がなされていたか。 担当や保護者と共有できる様に努めました・

平均 ３．６１ ・巡回訪問、移行支援等の専門機関と家庭と園とで、どの様
な支援が必要かを伝達し合いながら、連携を図って、見守
り、助言をしながら、関わる事が出来た。

・一年間を通じて、支援児の成長を感じた。又、保護者が積
極的であった。

・コーディネーターとして、情報をまとめ、専門機関との連
携を図った。教職員の連携がもっと密になり、園児への支
援に繋がる様、更に努めていきたい。

・教師によって対応が変わらない様に、学年で話し合い担任
だけでなく、副担任の先生と協力して、支援を行えた。
情報交換もすることで、どのような対応を行えば良いかも
考えながら、支援を行ってきた。

９ 各自が、校務分担を ・校務分担について、今年度、意識が低かったという反省が
認識し、園運営の向 ５ ４ ３ ２ １ 残った。校務をを意識して、行動していきました。全体の
上に努めたか。 総括としては、課題の残る結果となりました。改善出来る

平均 ３．００ ように努めたいと思います。
・クラス、学年の運営や行事担当など、任せて頂いた事は、
全うした。しかし、それらに追われて、その他の校務分掌
迄、手が回りきれなかった事が事実。時間の使い方や、日
常で出来る事を見付け、行っていきたい。

・積極的取り組む職員と任せきりになる職員偏りがある。声
の掛け合いが必要と感じました。

・クラス、学年運営に重きを置いている部分があり、校務分
担に十分に出来ていない部分があった

・リーダーを中心に必要な確認、改善ができた。

10 各自のスキルアップ ・今年度、めざましあそびの研修や、ひらがな研修に様々な
に向けて、積極的に ５ ４ ３ ２ １ 研修に参加させて頂き、学ぶ機会を頂いた。学んできただ
研修・研鑽に努めた けで終わりにするのではなく、今後の保育に活かして行け
か。 平均 ３．２２ る様になりたい。今後も積極的に研修に行かせて頂ければ

と思います。
・スキルアップしたい思いとは裏腹に、目の前の業務に追わ
れてしまいがちでした。

・研修に積極的には、参加出来なかった。
・研修に頂いた内容を、園内研修で先生方にきちんと伝達出
来る様に勤めました。伝達研修によって、自分の中で、し
っかりと研修内容を振り返る事が出来ました。
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・教員免許更新講習に参加し、園児理解を深める事が出来ま
した。

・常に、現状に満足せず、より良い保育をめざしていく気持
ちを持ったり、教材研究は行ったが、研修には、あまり参
加する事が出来なかった。

・新しい情報に敏感に情報収集できた。

11 本園の教育活動を知 ・ブログは出来るだけ更新出来る様にし、学年便りやクラス
らせるＨＰの更新や ５ ４ ３ ２ １ 便りを通して、クラスの様子を発信出来る様にした。電話
園だより、電話連絡 連絡も出来るだけ、様子が伝わる様に心掛けた。
等を積極的に行い、 平均 ３．５５ ・電話連絡が、お仕事やご都合で難しいご家庭があり、ブロ
保護者との連携がで グや毎月の園便りでは、クラス・学年の様子をお伝え出来
きたか。 る様に、心掛けて行ってきた。

・教師の思いを押しつけるだけでなく、保護者と共有してし
て指導できるように努めました。他クラスの保護者との面
談もできる限り積極的に一緒に行い担任・保護者双方が良
い方向に行くように最善を尽くしました。

・一年間を通じて、大きなクレームや事故もなく過ごせた。
保護者の方が、とても協力的で、こちらの話に対しても、
親身に聞いて下さった。だからこそ、自分も、その分、お
子様の成長で、お返し出来ればと思いながら、仕事が出来
た。

・ブログの更新は出来る限り、毎日行える様にしました。ブ
ログに偏りの無い様に、学年で話し合って載せる内容を決
めアップしました。

・園だよりやホームページを読み、先生方の思いを共通理解
できるように努めました。

・園の様子を伝えたいという思いで、HP 更新や電話連絡を
行ってきたが、こども園となり、今後どの様な方法が保護
者との連携を図る上で良いのかを考えていく事が課題と感
じている。

12 保護者との連携を図 ・連絡を取る中で、保護者の困り感を一緒に共有し園児の成
る為の連絡・交流・ ５ ４ ３ ２ １ 長を一緒に喜び合えた事が多くありました。また、お会い
相談等に努めていた できた時には、機会を逃さず伝えられるようにしました。
か。 平均 ３．８３ 他クラスも同様、気になるご家庭は尚のこと交流しました。

・保護者の思いに寄り添い、自分に出来る事はしようと心掛
けた。

・電話連絡ですとお伝えする内容によっては、誤解を招く事
もありました。なるべく会ってお話する機会も必要に感じ
ました。
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・児の成長、個人の課題について保護者の方にお伝えするよ
う心がけました。

・集団生活をする上で、気付いた事や課題などは、小まめに
伝え、具体策や対応の仕方等を示してきた。しかし、指摘
される事を好まない御家庭もあり、対応の難しさを感じた。

・突然、相談なしに、「●●に決めました」と話される方が
多かった為、保護者から、気軽に相談される様に努めたい。

13 園情報を地域の方に ・園庭解放に来られた方やおひさま教室に参加されてる方に
伝え、本園の広報や ５ ４ ３ ２ １ は、出来る範囲で、園の良さ等を伝えられる様にした。
理解を得られたか。 ・ポスター掲示や広報活動を、見通しを持って、行う事が必

平均 ２．５０ 要だと感じる。
・ポスターや広告だけでは限りがあるのかと感じました。地
域の方と関わる機会を増やし、地域の方にもお力添え頂け
る環境作りをしていきたいです。

・福祉施設のプルタブ集めでの交流はあったものの、こちら
からのアプローチは殆ど出来ませんでした。

・今年度の園児募集やひよこ組募集の結果を受けて、さらに
何が出来るかを、必死に考えていきたい。

・ホームページを活用し情報提供ができた。


